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小学校国語科「書くこと」の意欲につなげる授業の手立て 
 

教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教育分野 宮本 聖子 
 
1．．ははじじめめにに 
1-1．．書書くくここととのの実実態態 
学校では教育活動を通して，子どもたちがメ

モや記録文，紹介文，観察文など，書く場面が数

多くある。出来事や意見，感想などを書くことに

よって，思いが明確になり，確かな考えとして定

着していく。したがって，「書くこと」は思考力・

判断力・表現力等の育成につながっていくと考

えられる。しかし，「書くこと」について苦手意

識をもっている児童は少なくない。平成 17年に
国立教育政策研究所が実施した「特定の課題に

関する調査」の質問紙調査において，「文章を書

く学習が好きだ」に対して，肯定的に回答した児

童の割合は，第 6 学年で 37.4%と低くなってい
る１。一方，「文章を書く学習は，ほかの教科や総

合的な学習の時間などの学習で役立つ」に対し

て肯定的に答えている児童の割合は 80％を超え
ている 2。このことから，「書くこと」への抵抗

感は大きいが，「書くこと」への有用性に対する

意識は高いことが分かった。 
1-2．．「「書書くくこことと」」のの意意欲欲低低下下のの原原因因 
香月(2020)は，書くための言葉の習得の困難さ
ついて挙げている。困難さを乗り越えても，子ど

もに疲労感しか残らなければ，次へ向かう意欲

はなくなってしまうとしている 3。 
また，多くの教師が教科書の題材を中心に授

業を行うことが多いと考えられる。この教科書

の題材の在り方にも，課題が指摘されている。茅

野(2022)は，国語科教科書の教材は，全国の子ど
も向けに作られているため，ある程度抽象度の

高い題材を教材として取り上げられているが，

児童をそのような題材に対し，書く意欲をもち，

書く内容を集めるのは難しいと，指摘している 4。   
このように，児童が「書くこと」へ意欲を持て

なくなる理由がいくつか考えられる。総合的に

まとめると，児童が「書くこと」を嫌がる理由と

して，自身が書きたいことではないことによる

「書きたくない」，題材に対し，興味関心がない

ことによる「書くことがない」，どう書いたらよ

いか分からないことによる「書けない」があり，

香月（2020）は，これらをまとめて，「『書くこと』
の指導の壁 3N」と言っている 5。 
1-3．．「「書書くくこことと」」のの意意欲欲へへつつななげげるるたためめにに 
では，児童が「書くこと」の意欲へつなげるた

めに必要なものは何だろうか。鹿毛（2022）は，
認知的評価理論を用いて，環境（外的事象）の性

質が，自己決定の感覚が高まる「自律性支援的」

であれば，有能感や自律性の感覚も高まり，よっ

て内発的動機付けも高まるとしている（図 1）6。 
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考え，授業実践を行う。 
②②アアンンケケーートト調調査査：授業実践前と後に，対象児童 
へアンケート調査を行う。 
③③分分析析：実践後，意欲や技能について，また，作 
品や児童の振り返り，ワークシート，取り組み   
の様子などを分析し，検討する。 

3．．具具体体的的なな手手立立てて 
3-1．．自自律律性性をを高高めめるる手手立立てて 
自律性を高めるための手立てには，「自分で決

める」ということが必要になってくる。岡田

（2020）は，子どもが書きやすい題材として，
「個々が関心を向けていること」とし，題材を自

由に子どもに選ばせることが，書き言葉の題材

として適しているとしている 7。よって，自律性

を高める手立てとして，子どもが自分で体験し

たことなどを中心に，自分の好きなことやもの

を書くといった，題材を設定していくことにし

た。そこで，本単元では，児童が自分の好きな「推

し」を紹介する文章を書く，という題材を設定す

ることにした。 
3-2．．有有能能感感をを高高めめるる手手立立てて 
①①書書きき方方のの基基礎礎的的技技術術のの習習得得 
児童が自信をもって，「書くこと」ができるよ

うにするためには，土台である書き方の基礎的

技術をしっかりと身につけることが大切である

と考える。鈴木（2013）は，国語科の時間だけで
なく，それ以外の時間でも文章表現の練習をさ

せ，その結果，技術に改善が見られたとしている
8。これをふまえ，本研究では，実践に入る前か

ら，ワークシートを利用し，スモールステップで

書き方の基礎を学ぶようにした。ワークシート

は，茅野政徳，曽根朋之（2022）による『「まっ
たく書けない」子の苦手を克服！教室で使える

カクトレ高学年』9を使用した。児童に，「宮本先

生の挑戦状」として配布し，隙間時間や家庭学習

などを利用して，取り組ませるようにした。 
②②書書くくたためめのの言言葉葉のの習習得得 
言葉を多く知っていると，自分の感じたこと

や考えたことをより的確に表現でき，しっかり

とした文章を書くことができる。文部科学省

（2008）「教科書の改善・充実に関する調査研究

報告書（国語）」は，文章を書く上で，または他

教科の授業を進めていく上でも必要な語彙が不

足していると指摘している。また，国語科におい

て基礎となる語彙などを体系的に習得させるた

めの教材，学習活動が必要であるとしている 10。

児童が書くために，必要な言葉を洗い出し，可視

化することで児童に身につけさせていくように

したいと考えた。そこで，本単元では，光村図書

の小学校国語教科書に掲載されている「言葉の

宝箱」を参考に，本単元で書くときに必要となる

言葉を抽出し，児童に提示する方法を考えるこ

ととした 11。 
③③ワワーーククシシーートトのの活活用用 
作文を書く際には，単に思いついたことを並 
べるだけでなく，順序立てて分かりやすく伝え

る力が必要になり，その手立てとしてワークシ

ートが使用される。内藤（2015）は，ワークシー
トの利点として，①情報を整理できる②考えを

焦点化できる③学習の成果を一覧でき，確認で

きる④子どものつまずきに気づき，支援するこ

とができる⑤授業評価の材料を収集する機会と

なる，といった点を挙げている 12。ワークシート

を活用する効果がある一方，ワークシートを使

用しても，実際の文章に上手く繋げることがで

きないことも多いと考えられる。このことをふ

まえ，本単元では，児童に何を書かせたいのか，

目的を明確にして，児童の思考に沿ったワーク

シートづくりを目指していく。思考ツールや付

箋なども使用し，情報を整理しやすくするため

の方法を考えることとした。 

4．．授授業業のの実実際際 
（（1））対対象象校校  山梨県内の公立小学校 
（（2））期期間間    2024年 9月 
（（3））対対象象児児童童 第 5学年児童（27名） 
（（4））単単元元名名  私の「推し」を紹介します  

～「推し」の魅力が伝わるよ 
うに書き表し方を工夫する～ 

（（5））単単元元指指導導計計画画 
次 時 学習活動 
第

1
1 ・自分たちの「推し」について紹介

する文章を書くという学習の見通
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次 しをもつ。 
・例文を読み，紹介する文章の特徴

を確かめる。 
・学習計画を立てる。 

2 ・書くテーマを決める。 
・情報の収集を行う。 

第

2
次 

3 ・構成について知る。 
・題材を基に構成メモを作成する。 
・構成の検討をする。 

4 
5 
・構成メモを基に，紹介文を書く。 
・書いた文章を読み返して，文章を

推敲する。 
第

3
次 

6 ・互いの文章を読み合い，感想を交
流してよさを共有する。 
・学習を振り返る。 

 
（（6））授授業業実実践践 
 単元全体の流れを以下に示す。 
①①第第 1時時（（紹紹介介すするる文文章章のの特特徴徴をを知知りり，，学学習習 
のの見見通通ししををももつつ）） 
授業の導入として，「推し」とはどのようなも

のかについて，児童と対話しながら説明した。 
その後，教師の例文を見せ，これから書く文章の

特徴を理解させた。今後の学習のイメージを持

たせた。本時の活動のねらいは，これからの学習

の見通しを持たせることである。そのために，毎

回の授業を振り返るための「振り返りシート」を

作成し，児童に配布した（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 22  振振りり返返りりシシーートト  

 
 

「振り返りシート」は，毎回その日の授業を終

えての振り返りを書いてもらうことにし，授業

後には，教師が集め，児童の振り返りに対して，

毎回コメントを入れるようにした（図 3）。第１
時の授業では，振り返りを書く際の観点につい

ても説明した。なお，「振り返りシート」を拡大

したものを教室に掲示し，授業の計画をいつで

も確認できるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 33  児児童童のの振振りり返返りりシシーートト  

 
②②第第 2時時（（書書くくテテーーママをを決決めめ情情報報のの収収集集をを行行うう。。）） 
第 2 時では，自分が皆に紹介したい題材を見
つけ，書くための材料を集めて，情報を整理する

ことがねらいである。まず，児童に今回紹介する

「推し」について考えさせた。「推し」が決まっ

た児童は，ワークシートを用いて情報を整理し

た。ワークシートは，思考ツールの「クラゲチャ

ート」を用いたものを作成し，それを使用した

（図 4）。ワークシートに書いたことがこれから
書く紹介文の中心になることを伝え，良いこと

や伝えたいことをたくさん書くように伝えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 44  第第 22時時のの板板書書  
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③③第第 3 時時（（構構成成メメモモをを作作成成しし構構成成をを検検討討すするる。。）） 
第3時でのねらいは，紹介文の特徴を踏まえ，
分かりやすい文章になるように，文章全体の構

成を考えることである。構成を考える手立てと

して，まず，教師の作品例を使用して，文章の構

成を確認した。「はじめ」「中」「終わり」を色分

けし，それぞれどのようなことを書くのかにつ

いて説明した。その後，児童に構成メモを作成さ

せた。構成メモには，書き出しや文末の例を載せ，

児童が活用しやすいようにした。前回のクラゲ

チャートに書いたことから，「中」に書く材料を

三つ程度選ばせ，付箋に記入させた。また，選ん

だ情報から「推し」の魅力を伝えるには，どの順

番で書くかを考えさせた。その際，付箋を使用し，

それを移動することで，構成を考えさせるよう

にした（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図図 55  第第 33時時のの板板書書  

  

④④第第 4時時・・5時時（（構構成成メメモモをを基基にに紹紹介介文文をを書書くく。。））  

第 4時・5時のねらいは，構成メモを基に，自
分の考えが伝わるように，書き表し方を工夫し，

紹介文を書くことである。まず，前回の構成メモ

を参考に，下書きを書かせた。その際，児童には，

「書くための言葉の一覧表」を配布した。これは，

光村図書の小学校国語教科書に掲載されている

「言葉の宝箱」13を参考にし，「順序を示すつな

ぎ言葉」「事物の様子を伝える言葉」「気持ちを伝

える言葉」から，今回の紹介文に活用できそうな

言葉を選び，教師が一覧にしたものである（図 6）。
児童に配布した際，紹介文を書いていくときに，

これらの言葉を意識して活用していくように声

掛けを行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 66  書書くく言言葉葉のの一一覧覧表表  

 
下書きと清書では，専用のワークシートを

使用した。ワークシートには文例や文末など

の例を載せて，それを活用しながら書き進め

られるようにした。下書きを終えた児童は，自

身で推敲を行い，訂正がある場合は，下書きの

ワークシートに書かせた。その際，推敲のポイ

ントの一つとして，書く言葉の一覧表から，言

葉が使えたかどうかについて，自己評価させ

た。下書きができた児童は，清書のワークシー

トを使って，清書を行った。ほとんどの児童が

第 5 時までに，紹介文を完成させることがで
きた。 
 
⑤⑤第第 6時時（（紹紹介介文文をを読読みみ合合いい感感想想をを伝伝ええ合合うう。。）） 
第 6時のねらいは，文章に対する感想や意 

見を伝え合い，自分の文章のよいところを見つ  
けることである。そこで，書いた紹介文を互い

に読み合い，感想を交流する活動を行った。隣

の席の児童や，友達と読み合って感想を伝え合

った。その際，ワークシートに感想や良かった

点などを書いてもらうようにした（図 7）。終末
として，今回の授業を通して，学習を振り返り，

振り返りシートを使用して，自己評価を行った。 
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次 しをもつ。 
・例文を読み，紹介する文章の特徴

を確かめる。 
・学習計画を立てる。 

2 ・書くテーマを決める。 
・情報の収集を行う。 

第

2
次 

3 ・構成について知る。 
・題材を基に構成メモを作成する。 
・構成の検討をする。 

4 
5 
・構成メモを基に，紹介文を書く。 
・書いた文章を読み返して，文章を

推敲する。 
第

3
次 

6 ・互いの文章を読み合い，感想を交
流してよさを共有する。 
・学習を振り返る。 

 
（（6））授授業業実実践践 
 単元全体の流れを以下に示す。 
①①第第 1時時（（紹紹介介すするる文文章章のの特特徴徴をを知知りり，，学学習習 
のの見見通通ししををももつつ）） 
授業の導入として，「推し」とはどのようなも

のかについて，児童と対話しながら説明した。 
その後，教師の例文を見せ，これから書く文章の

特徴を理解させた。今後の学習のイメージを持

たせた。本時の活動のねらいは，これからの学習

の見通しを持たせることである。そのために，毎

回の授業を振り返るための「振り返りシート」を

作成し，児童に配布した（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 22  振振りり返返りりシシーートト  

 
 

「振り返りシート」は，毎回その日の授業を終

えての振り返りを書いてもらうことにし，授業

後には，教師が集め，児童の振り返りに対して，

毎回コメントを入れるようにした（図 3）。第１
時の授業では，振り返りを書く際の観点につい

ても説明した。なお，「振り返りシート」を拡大

したものを教室に掲示し，授業の計画をいつで

も確認できるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 33  児児童童のの振振りり返返りりシシーートト  

 
②②第第 2時時（（書書くくテテーーママをを決決めめ情情報報のの収収集集をを行行うう。。）） 
第 2 時では，自分が皆に紹介したい題材を見
つけ，書くための材料を集めて，情報を整理する

ことがねらいである。まず，児童に今回紹介する

「推し」について考えさせた。「推し」が決まっ

た児童は，ワークシートを用いて情報を整理し

た。ワークシートは，思考ツールの「クラゲチャ

ート」を用いたものを作成し，それを使用した

（図 4）。ワークシートに書いたことがこれから
書く紹介文の中心になることを伝え，良いこと

や伝えたいことをたくさん書くように伝えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 44  第第 22時時のの板板書書  
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ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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③③第第 3 時時（（構構成成メメモモをを作作成成しし構構成成をを検検討討すするる。。）） 
第3時でのねらいは，紹介文の特徴を踏まえ，
分かりやすい文章になるように，文章全体の構

成を考えることである。構成を考える手立てと

して，まず，教師の作品例を使用して，文章の構

成を確認した。「はじめ」「中」「終わり」を色分

けし，それぞれどのようなことを書くのかにつ

いて説明した。その後，児童に構成メモを作成さ

せた。構成メモには，書き出しや文末の例を載せ，

児童が活用しやすいようにした。前回のクラゲ

チャートに書いたことから，「中」に書く材料を

三つ程度選ばせ，付箋に記入させた。また，選ん

だ情報から「推し」の魅力を伝えるには，どの順

番で書くかを考えさせた。その際，付箋を使用し，

それを移動することで，構成を考えさせるよう

にした（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図図 55  第第 33時時のの板板書書  

  

④④第第 4時時・・5時時（（構構成成メメモモをを基基にに紹紹介介文文をを書書くく。。））  

第 4時・5時のねらいは，構成メモを基に，自
分の考えが伝わるように，書き表し方を工夫し，

紹介文を書くことである。まず，前回の構成メモ

を参考に，下書きを書かせた。その際，児童には，

「書くための言葉の一覧表」を配布した。これは，

光村図書の小学校国語教科書に掲載されている

「言葉の宝箱」13を参考にし，「順序を示すつな

ぎ言葉」「事物の様子を伝える言葉」「気持ちを伝

える言葉」から，今回の紹介文に活用できそうな

言葉を選び，教師が一覧にしたものである（図 6）。
児童に配布した際，紹介文を書いていくときに，

これらの言葉を意識して活用していくように声

掛けを行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 66  書書くく言言葉葉のの一一覧覧表表  

 
下書きと清書では，専用のワークシートを

使用した。ワークシートには文例や文末など

の例を載せて，それを活用しながら書き進め

られるようにした。下書きを終えた児童は，自

身で推敲を行い，訂正がある場合は，下書きの

ワークシートに書かせた。その際，推敲のポイ

ントの一つとして，書く言葉の一覧表から，言

葉が使えたかどうかについて，自己評価させ

た。下書きができた児童は，清書のワークシー

トを使って，清書を行った。ほとんどの児童が

第 5 時までに，紹介文を完成させることがで
きた。 
 
⑤⑤第第 6時時（（紹紹介介文文をを読読みみ合合いい感感想想をを伝伝ええ合合うう。。）） 
第 6時のねらいは，文章に対する感想や意 

見を伝え合い，自分の文章のよいところを見つ  
けることである。そこで，書いた紹介文を互い

に読み合い，感想を交流する活動を行った。隣

の席の児童や，友達と読み合って感想を伝え合

った。その際，ワークシートに感想や良かった

点などを書いてもらうようにした（図 7）。終末
として，今回の授業を通して，学習を振り返り，

振り返りシートを使用して，自己評価を行った。 
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図図 77  読読みみ合合っってて感感想想をを交交流流すするる児児童童のの様様子子  

5．．結結果果とと考考察察 
（（1））アアンンケケーートト結結果果 
 5年生児童 27名に対し，授業実践の前後に「書
くこと」に対するアンケート調査を行った。 
  

表表 11  児児童童アアンンケケーートト質質問問項項目目（（事事前前））  

項目 調査内容(事前) 

1 文章を書くことは好きですか。嫌いですか。 

2 【1】の理由は何ですか。 

3 「書くこと」の学習で，自分の思いや考えを伝

えることができますか。 

4 文章を書くときに，困ったと思うときはどん

な時ですか。 

  

表表 22  児児童童アアンンケケーートト質質問問項項目目（（事事後後））  

項目 調査内容（事後） 

1 (今回の授業を終えて）文章を書くことは好  

きですか。嫌いですか。 

2 【1】の理由は何ですか。 

3 今回の「書くこと」の学習で，自分の思いや 

考えを書くことができましたか。 

4 文章を書くときに使ったワークシートや付せ

んなどを使うことで，文章は書きやすくなり

ましたか。 

 
授業実践前と後の質問 1 の結果は，図 8の通
りである。授業実践後に，「文章を書くことは好

きですか・嫌いですか」という質問に対して，「好

き・どちからかと言えば好き」が，授業実践前に

比べ，増えていることが分かった。また，「嫌い・

どちらかと言えば嫌い」は減っていることが分

かった。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図図 88  【【質質問問 11】】（（事事前前・・事事後後））結結果果  

  
質問 2で，授業実践後に，「文章を書くことが
好き・どちらかといえば好き」と答えた児童の主

な理由を，表 3に示す。 
 
表表 33【【質質問問 22】】授授業業実実践践後後にに「「文文章章をを書書くくここととがが好好きき・・  

どどちちららかかとといいええばば好好きき」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 題材が書きやすかったから。 2人 

2 「推し」の紹介文を書くことはなかったけ

ど，書いてみて楽しかったから。 

2人 

3 書きたいことを書けたから 2人 

4 自分の推しを書くことができたので，文章

を書くことがもっと好きになった。 

1人 

5 先に，ふせんなどで書くことを決めて書き

やすくなったから。 

1人 

6 言葉一覧表などで書きやすくなったから。 1人 

7 ワークシートで書きやすくなったから。 1人 

8 自分の好きなことを伝えたり，友達の好き

なことが知れたりするから。 

2人 

9 友達に読んでもらって「分かりやすかった

よ。」と言われてうれしかったから。 

1人 

 
 授業後に，文を書くことが好きになった，と回

答した児童の主な理由を分析すると，次の三つ

に分類されると考える。 
一つ目は，児童の主な理由の 1~4のような「題
材」が要因になったと思われることである。今回

の授業では，題材を「推し」とし，自分で好きな

ことや好きなものを書くように指示した。これ
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が児童にとって新たな経験であり，意欲につな

がり，自分で決めるという「自律性」が高まり，

「書くこと」が好きという気持ちに繋がったの

ではないかと考える。 
 二つ目は，児童の主な理由の5～7のような「手
立て」が要因になったのではないかということ

である。今回の授業実践において，書くための有

能感を高める手立てとして，活用した付箋やワ

ークシート，言葉一覧表が，児童にとって効果的

であったと考えられる。 
 三つ目は，児童の主な理由の 8~9のような「相
手意識」も要因の一つになったのではないかと

いうことである。今回の実践では，第 1 時で自
分の「推し」を友達に伝えるということを伝えた。

その際，いつも過ごしている友達に，「初めて知

った」と思ってもらえるような紹介文を目指し

ていこう，という話をした。児童にとって，誰に

向けて書くか，という見通しができたことで，意

欲につながったのではないかと考えられる。 
 では，「書くこと」が好きではない児童の理由

とはどのようなものなのであろうか。質問2で，
授業実践前に，「文章を書くことが嫌い・どちら

かといえば嫌い」と答えた児童の主な理由を，表

4に示す。 
表表 44【【質質問問 22】】授授業業実実践践前前にに「「文文章章をを書書くくここととがが嫌嫌いい・・どど

ちちららかかとといいええばば嫌嫌いい」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 文字をたくさん書くので時間がかかるか

ら。 
2人 

2 書く内容を考えるのがめんどうくさいか

ら。 

2人 

3 自分で考えることができないから。 2人 

4 文章をどう書けばよいか，分からなくなっ

てしまうから。 

2人 

5 書くことがないと，考えるのに時間がかか

ってしまい，書く時間が少なくなってしま

うから。 

1人 

6 下書きも書かないといけないから。 1人 

7 あまり文章を思いつかないから。 1人 

 
さらに，質問 4で授業実践前に，「文章を書く
ときに，困ったと思う時はどんな時ですか。」と

いう質問項目に対して，児童が回答した主な理

由も合わせて考えたい。どのような時に困って

いるのかについて，まとめたものを表5に示す。 
 
表表 55  【【質質問問 44】】授授業業実実践践前前にに「「文文章章をを書書くくととききにに，，      

困困っったたとと思思うう時時ははどどんんなな時時でですすかか」」とといいうう  

質質問問にに対対ししてて回回答答ししたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 考えが思い浮かばないとき。 7人 

2 長い文章を書かなければいけないとき。 2人 

3 文章をどう書けばいいのか，分からないと

き。 

2人 

4 下書きが終わっていないとき。 1人 

5 段落を変えるかどうか，分からなくなった

とき。 

1人 

6 「そして」や「それで」などをたくさん使

ってしまったとき。 

1人 

7 引用した言葉をどうまとめたらいいか，分

からないとき。 

1人 

 表 4と表 5を合わせて見ていくと，「書くこと」
に対して面倒や手間がかかることで，嫌いにな

っている児童がいることが分かる。また，書き方

が分からなかったり，書く内容が考えられなか

ったりして，嫌いになる児童もいることが分か

った。 
 しかし，授業実践後に，「文章を書くことが好

きですか，嫌いですか」という質問に対して「嫌

い・どちらかといえば嫌い」答えた児童は，前述

の通り，減っている。さらに，その児童に理由を

聞いたところ，表 6のような回答があった。 
  

表表 66【【質質問問 22】】授授業業実実践践後後にに「「文文章章をを書書くくここととがが嫌嫌いい・・  

どどちちららかかとといいええばば嫌嫌いい」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 つかれるから。 1人 

2 作文を書いたら発表などをしないといけ

ないから。 

1人 

3 「推し」があまりいないから。 1人 

4 見られたくないから。 1人 

 表 4・5と表 6を比較して見ていくと，書くこ
とに対して，手間や面倒に当たる理由は減って

おり，書き方や書く内容に悩む理由はなくなっ

ていることが分かった。手間がかかる・面倒・書
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図図 77  読読みみ合合っってて感感想想をを交交流流すするる児児童童のの様様子子  

5．．結結果果とと考考察察 
（（1））アアンンケケーートト結結果果 
 5年生児童 27名に対し，授業実践の前後に「書
くこと」に対するアンケート調査を行った。 
  

表表 11  児児童童アアンンケケーートト質質問問項項目目（（事事前前））  

項目 調査内容(事前) 

1 文章を書くことは好きですか。嫌いですか。 

2 【1】の理由は何ですか。 

3 「書くこと」の学習で，自分の思いや考えを伝

えることができますか。 

4 文章を書くときに，困ったと思うときはどん

な時ですか。 

  

表表 22  児児童童アアンンケケーートト質質問問項項目目（（事事後後））  

項目 調査内容（事後） 

1 (今回の授業を終えて）文章を書くことは好  

きですか。嫌いですか。 

2 【1】の理由は何ですか。 

3 今回の「書くこと」の学習で，自分の思いや 

考えを書くことができましたか。 

4 文章を書くときに使ったワークシートや付せ

んなどを使うことで，文章は書きやすくなり

ましたか。 

 
授業実践前と後の質問 1 の結果は，図 8の通
りである。授業実践後に，「文章を書くことは好

きですか・嫌いですか」という質問に対して，「好

き・どちからかと言えば好き」が，授業実践前に

比べ，増えていることが分かった。また，「嫌い・

どちらかと言えば嫌い」は減っていることが分

かった。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図図 88  【【質質問問 11】】（（事事前前・・事事後後））結結果果  

  
質問 2で，授業実践後に，「文章を書くことが
好き・どちらかといえば好き」と答えた児童の主

な理由を，表 3に示す。 
 
表表 33【【質質問問 22】】授授業業実実践践後後にに「「文文章章をを書書くくここととがが好好きき・・  

どどちちららかかとといいええばば好好きき」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 題材が書きやすかったから。 2人 

2 「推し」の紹介文を書くことはなかったけ

ど，書いてみて楽しかったから。 

2人 

3 書きたいことを書けたから 2人 

4 自分の推しを書くことができたので，文章

を書くことがもっと好きになった。 

1人 

5 先に，ふせんなどで書くことを決めて書き

やすくなったから。 

1人 

6 言葉一覧表などで書きやすくなったから。 1人 

7 ワークシートで書きやすくなったから。 1人 

8 自分の好きなことを伝えたり，友達の好き

なことが知れたりするから。 

2人 

9 友達に読んでもらって「分かりやすかった

よ。」と言われてうれしかったから。 

1人 

 
 授業後に，文を書くことが好きになった，と回

答した児童の主な理由を分析すると，次の三つ

に分類されると考える。 
一つ目は，児童の主な理由の 1~4のような「題
材」が要因になったと思われることである。今回

の授業では，題材を「推し」とし，自分で好きな

ことや好きなものを書くように指示した。これ
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が児童にとって新たな経験であり，意欲につな

がり，自分で決めるという「自律性」が高まり，

「書くこと」が好きという気持ちに繋がったの

ではないかと考える。 
 二つ目は，児童の主な理由の5～7のような「手
立て」が要因になったのではないかということ

である。今回の授業実践において，書くための有

能感を高める手立てとして，活用した付箋やワ

ークシート，言葉一覧表が，児童にとって効果的

であったと考えられる。 
 三つ目は，児童の主な理由の 8~9のような「相
手意識」も要因の一つになったのではないかと

いうことである。今回の実践では，第 1 時で自
分の「推し」を友達に伝えるということを伝えた。

その際，いつも過ごしている友達に，「初めて知

った」と思ってもらえるような紹介文を目指し

ていこう，という話をした。児童にとって，誰に

向けて書くか，という見通しができたことで，意

欲につながったのではないかと考えられる。 
 では，「書くこと」が好きではない児童の理由

とはどのようなものなのであろうか。質問2で，
授業実践前に，「文章を書くことが嫌い・どちら

かといえば嫌い」と答えた児童の主な理由を，表

4に示す。 
表表 44【【質質問問 22】】授授業業実実践践前前にに「「文文章章をを書書くくここととがが嫌嫌いい・・どど

ちちららかかとといいええばば嫌嫌いい」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 文字をたくさん書くので時間がかかるか

ら。 
2人 

2 書く内容を考えるのがめんどうくさいか

ら。 

2人 

3 自分で考えることができないから。 2人 

4 文章をどう書けばよいか，分からなくなっ

てしまうから。 

2人 

5 書くことがないと，考えるのに時間がかか

ってしまい，書く時間が少なくなってしま

うから。 

1人 

6 下書きも書かないといけないから。 1人 

7 あまり文章を思いつかないから。 1人 

 
さらに，質問 4で授業実践前に，「文章を書く
ときに，困ったと思う時はどんな時ですか。」と

いう質問項目に対して，児童が回答した主な理

由も合わせて考えたい。どのような時に困って

いるのかについて，まとめたものを表5に示す。 
 
表表 55  【【質質問問 44】】授授業業実実践践前前にに「「文文章章をを書書くくととききにに，，      

困困っったたとと思思うう時時ははどどんんなな時時でですすかか」」とといいうう  

質質問問にに対対ししてて回回答答ししたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 考えが思い浮かばないとき。 7人 

2 長い文章を書かなければいけないとき。 2人 

3 文章をどう書けばいいのか，分からないと

き。 

2人 

4 下書きが終わっていないとき。 1人 

5 段落を変えるかどうか，分からなくなった

とき。 

1人 

6 「そして」や「それで」などをたくさん使

ってしまったとき。 

1人 

7 引用した言葉をどうまとめたらいいか，分

からないとき。 

1人 

 表 4と表 5を合わせて見ていくと，「書くこと」
に対して面倒や手間がかかることで，嫌いにな

っている児童がいることが分かる。また，書き方

が分からなかったり，書く内容が考えられなか

ったりして，嫌いになる児童もいることが分か

った。 
 しかし，授業実践後に，「文章を書くことが好

きですか，嫌いですか」という質問に対して「嫌

い・どちらかといえば嫌い」答えた児童は，前述

の通り，減っている。さらに，その児童に理由を

聞いたところ，表 6のような回答があった。 
  

表表 66【【質質問問 22】】授授業業実実践践後後にに「「文文章章をを書書くくここととがが嫌嫌いい・・  

どどちちららかかとといいええばば嫌嫌いい」」とと答答ええたた児児童童のの主主なな理理由由  

1 つかれるから。 1人 

2 作文を書いたら発表などをしないといけ

ないから。 

1人 

3 「推し」があまりいないから。 1人 

4 見られたくないから。 1人 

 表 4・5と表 6を比較して見ていくと，書くこ
とに対して，手間や面倒に当たる理由は減って

おり，書き方や書く内容に悩む理由はなくなっ

ていることが分かった。手間がかかる・面倒・書
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き方が分からない・書く内容が思いつかないと

いったことで，「書くこと」が嫌いだった児童に

とっては，「推し」を書くことやいろいろな手立

てが有効に働き，書くことへの意欲が高まった

と考えられる。 
 
（（2））児児童童のの様様子子とと学学習習感感想想 
 児童の学習活動への様子や学習感想に着目し，

手立てが有効であったかについて，2人の児童の
様子から確認する。 
①①自自律律性性にに関関すするる手手立立ててににつついいてて【A児】 
 普段の授業は，積極的に取り組んでいる様子

はあまり見られなかった。また，授業中にはノー

トなどを取るのを嫌がることもあり，声をかけ

ると「書くのが面倒くさい」と言っていた。 
 授業実践に入り，第１時で，「推し」を紹介す

る文章を書くことや，自分の好きな「推し」を書

いてよいことを伝えた。すると，「自分で決めて

書いていいの？やったあ。」と喜ぶ反応を見せ，

自分から進んでワークシートに取り組んでいる

様子が見られた。以下に，A 児の学習感想を示
す。 

表表 77  AA児児学学習習感感想想 

第 1時 自分のしょうかいしたい「おし」を見つけ

られた。次のじゅぎょうは，たくさん材料

をあつめたい。 

第 2時 材料をいっぱいあつめられた。〇○さんは

自分以上にかいていた。 

第 3時 こうせいのだいめい，はじめを決めれた。

次はじぶんの考えがつたわるように中を

かきたい。 

第 4時 今日は，下がきの中 2までかけた。あした

までに，おわるようにがんばりたい。 

第 5時 せい書をおわらせられた。 

第 6時 文章のよさを伝えられた。 

授業後 だいざいが，かきやすかった。 

 
第 2 時の題材集めでも，悩むことなく，書く
内容をすぐに決めている様子が見られた。第3時
から第 5 時の構成を考えたり，文章を書いたり
する活動の際も，その日の内容を理解して取り

組み，意欲が高まっていることが分かる。「自分

で書くテーマを決める」という手立てが，A児の
意欲を支えたと思われる。したがって，自律性に

関する手立てが有効であったと考えられる。 
 
②②有有能能感感にに関関すするる手手立立ててににつついいてて【B児】 
授業実践前のアンケートで，B児は「文章書く
ことは，どちらかと言えば嫌い」と回答していた。 
授業では，真剣に取り組んでいるが，あまり積極

的な様子は見られない。また，学習を進めている

時に，困ったことがあっても，自分から聞くこと

はできずに悩んでいる様子が見られたときもあ

った。以下に，B児の学習感想を示す。 
  

表表 88  BB児児学学習習感感想想 

第 1時 自分のみんなに紹介したい推しをみつけ

ることができた。友達はキャラクターやア

イドルを推しにしていた。みんなが，ちが

う推しや同じ推しを推しにしていること

がわかった。 

第 2時 クラゲチャートを使って，自分の推しの材

料を集めることができた。〇〇さんが，ク

ラゲチャートで材料を多く集めていてす

ごいなあと思った。 

第 3時 自分の推しの魅力を三つふせんに書くこ

とができたし，はじめの文もきちんと書け

た。 

第 4時 自分の推しの魅力をたくさん書き，下書き

をすることができた。 

第 5時 自分の推しの清書をさいごまでていねい

に書くことができた。 

第 6時 友達に自分の推しを読んでもらい，いろん

な人に書いてもらってよかったし，友達の

推しのことも書けてよかった。 

授業後 前は嫌いだったけど，ワークシートで書き

やすくなった。 

 
 B児は，文章を書く活動の際，それまでのワー
クシートを自分で見返したり，確認したりしな

がら，自分の力で学習を進めている様子が見ら

れた。学習感想でも「ワークシートで書きやすく
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なった」と回答している。また，学習感想には，

全体的に書く意欲が表れた記述が多いことも分

かる。B児がその日の内容を理解し，自分がどこ
までできたのかを，振り返る記述になっている。

本実践では，有能感を高める手立てとして，ワー

クシートや付箋，言葉一覧表などを児童に使用

させたが，それらが，B児の「書くこと」の意欲
を支えることになったと思われる。したがって，

これらのことから，有能感に関する手立ては有

効であったと考えられる。 

6．．おおわわりりにに 
 本研究では，児童の自律性や有能感を高めら

れるような授業の手立てによって，児童の「書く

こと」の意欲が高まるのかについて検証するこ

とが目的であった。結果，「自分で書くテーマを

決める」という自律性を高める手立てによって，  
児童は「書きたい」という意欲を持ち，書くこと

ができた。また，書き方を練習させる，書くため

の言葉を提示する，考えを整理できるようなワ

ークシートや付箋を使う，といった有能感を高

める手立てによって児童は「書けそうだ」という

自信を持ち，書き進めることができた。したがっ

て，自律性を高める手立てと有能感を高める手

立てそれぞれが，児童の意欲向上に関して有効

であることが明らかになったと考える。 
 しかし，今回の研究において，課題も出てきた。 
一つ目は，「書きたい」と思う意欲を持たせるた

めの教材づくりをどのように行っていくかとい

うことである。今回「推し」を書くといった，自

律性を高める手立ては有効であることが分かっ

た。今後も，教科書の題材をそのまま実践するの

ではなく，伝える相手や目的などを設定し，児童

の経験に近づけた単元を設定するなどの教師の

工夫が必要であると考える。児童の「書きたい」

という意欲を喚起させる持たせるための教材づ

くりについて研究していきたい。もう一つは，

「書くこと」の意欲をどのように維持していく

のかということである。今回の研究では，継続や

習慣化という点についてまで検討することはで

きなかった。高まった意欲をどう維持していく

かについて，今後，児童の実態に合わせて習慣化

につながる手立てを考えていきたい。 
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き方が分からない・書く内容が思いつかないと

いったことで，「書くこと」が嫌いだった児童に

とっては，「推し」を書くことやいろいろな手立

てが有効に働き，書くことへの意欲が高まった

と考えられる。 
 
（（2））児児童童のの様様子子とと学学習習感感想想 
 児童の学習活動への様子や学習感想に着目し，

手立てが有効であったかについて，2人の児童の
様子から確認する。 
①①自自律律性性にに関関すするる手手立立ててににつついいてて【A児】 
 普段の授業は，積極的に取り組んでいる様子

はあまり見られなかった。また，授業中にはノー

トなどを取るのを嫌がることもあり，声をかけ

ると「書くのが面倒くさい」と言っていた。 
 授業実践に入り，第１時で，「推し」を紹介す

る文章を書くことや，自分の好きな「推し」を書

いてよいことを伝えた。すると，「自分で決めて

書いていいの？やったあ。」と喜ぶ反応を見せ，

自分から進んでワークシートに取り組んでいる

様子が見られた。以下に，A 児の学習感想を示
す。 

表表 77  AA児児学学習習感感想想 

第 1時 自分のしょうかいしたい「おし」を見つけ

られた。次のじゅぎょうは，たくさん材料

をあつめたい。 

第 2時 材料をいっぱいあつめられた。〇○さんは

自分以上にかいていた。 

第 3時 こうせいのだいめい，はじめを決めれた。

次はじぶんの考えがつたわるように中を

かきたい。 

第 4時 今日は，下がきの中 2までかけた。あした

までに，おわるようにがんばりたい。 

第 5時 せい書をおわらせられた。 

第 6時 文章のよさを伝えられた。 

授業後 だいざいが，かきやすかった。 

 
第 2 時の題材集めでも，悩むことなく，書く
内容をすぐに決めている様子が見られた。第3時
から第 5 時の構成を考えたり，文章を書いたり
する活動の際も，その日の内容を理解して取り

組み，意欲が高まっていることが分かる。「自分

で書くテーマを決める」という手立てが，A児の
意欲を支えたと思われる。したがって，自律性に

関する手立てが有効であったと考えられる。 
 
②②有有能能感感にに関関すするる手手立立ててににつついいてて【B児】 
授業実践前のアンケートで，B児は「文章書く
ことは，どちらかと言えば嫌い」と回答していた。 
授業では，真剣に取り組んでいるが，あまり積極

的な様子は見られない。また，学習を進めている

時に，困ったことがあっても，自分から聞くこと

はできずに悩んでいる様子が見られたときもあ

った。以下に，B児の学習感想を示す。 
  

表表 88  BB児児学学習習感感想想 

第 1時 自分のみんなに紹介したい推しをみつけ

ることができた。友達はキャラクターやア

イドルを推しにしていた。みんなが，ちが

う推しや同じ推しを推しにしていること

がわかった。 

第 2時 クラゲチャートを使って，自分の推しの材

料を集めることができた。〇〇さんが，ク

ラゲチャートで材料を多く集めていてす

ごいなあと思った。 

第 3時 自分の推しの魅力を三つふせんに書くこ

とができたし，はじめの文もきちんと書け

た。 

第 4時 自分の推しの魅力をたくさん書き，下書き

をすることができた。 

第 5時 自分の推しの清書をさいごまでていねい

に書くことができた。 

第 6時 友達に自分の推しを読んでもらい，いろん

な人に書いてもらってよかったし，友達の

推しのことも書けてよかった。 

授業後 前は嫌いだったけど，ワークシートで書き

やすくなった。 

 
 B児は，文章を書く活動の際，それまでのワー
クシートを自分で見返したり，確認したりしな

がら，自分の力で学習を進めている様子が見ら

れた。学習感想でも「ワークシートで書きやすく
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なった」と回答している。また，学習感想には，

全体的に書く意欲が表れた記述が多いことも分

かる。B児がその日の内容を理解し，自分がどこ
までできたのかを，振り返る記述になっている。

本実践では，有能感を高める手立てとして，ワー

クシートや付箋，言葉一覧表などを児童に使用

させたが，それらが，B児の「書くこと」の意欲
を支えることになったと思われる。したがって，

これらのことから，有能感に関する手立ては有

効であったと考えられる。 

6．．おおわわりりにに 
 本研究では，児童の自律性や有能感を高めら

れるような授業の手立てによって，児童の「書く

こと」の意欲が高まるのかについて検証するこ

とが目的であった。結果，「自分で書くテーマを

決める」という自律性を高める手立てによって，  
児童は「書きたい」という意欲を持ち，書くこと

ができた。また，書き方を練習させる，書くため

の言葉を提示する，考えを整理できるようなワ

ークシートや付箋を使う，といった有能感を高

める手立てによって児童は「書けそうだ」という

自信を持ち，書き進めることができた。したがっ

て，自律性を高める手立てと有能感を高める手

立てそれぞれが，児童の意欲向上に関して有効

であることが明らかになったと考える。 
 しかし，今回の研究において，課題も出てきた。 
一つ目は，「書きたい」と思う意欲を持たせるた

めの教材づくりをどのように行っていくかとい

うことである。今回「推し」を書くといった，自

律性を高める手立ては有効であることが分かっ

た。今後も，教科書の題材をそのまま実践するの

ではなく，伝える相手や目的などを設定し，児童

の経験に近づけた単元を設定するなどの教師の

工夫が必要であると考える。児童の「書きたい」

という意欲を喚起させる持たせるための教材づ

くりについて研究していきたい。もう一つは，

「書くこと」の意欲をどのように維持していく

のかということである。今回の研究では，継続や

習慣化という点についてまで検討することはで

きなかった。高まった意欲をどう維持していく

かについて，今後，児童の実態に合わせて習慣化

につながる手立てを考えていきたい。 
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